
新型コロナウイルス感染症への対応と影響

全社的かつ迅速な対応が必要と判断し危機対策本部を設置

保険会社の役割を果たすべくお客さま対応レベルの維持に注力

主な対応

 災害による死亡等を保障する商品について、新型コロナウイルス
感染症を災害保険金等のお支払対象とする改正を実施

 保険料払込猶予期間の延長や契約者貸付利率の減免などの
特別取扱いの対応を実施

 営業拠点およびご来店窓口を閉鎖、訪問活動を自粛

 職員の安全確保のために在宅勤務を推進し、出社は保険金
支払い部門等で６割、会社全体では１割程度に抑制

 保険金等のお支払業務やコールセンターでの対応を継続
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年度末にかけて運用環境が悪化

適切にリスク管理を行っており、
海外グループ会社を含めて影響は限定的

住友生命グループ全体として

安定した財務基盤を確保

新型コロナウイルス感染症への対応と影響

決算等への影響



新型コロナウイルス感染症への対応と影響

「スミセイ中期経営計画２０２２」の見直しを検討

お客さまの安全確保を前提とした非対面での体制を構築するとともに
従業員の感染リスクの軽減に向けた取組みを推進

働く場所に関する考え方の革新

お客さまとの接点の革新

ポストコロナの社会環境を見据え、
ビジネスモデルの変革に向けた抜本的な業務の見直し

お客さまのご希望で非対面での対応をおこなう場合でも、現在のコンサル
ティング水準を維持できる体制構築と各種お手続きスキームの導入

生産性を高めた在宅ワークの推進と保険契約管理事務の業務フロー
見直し、処理体制の機能分散によるリスク抑制

ポ
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顕在化した
課題への
対応

将来に向け
更なる改革



日本経済

米中貿易摩擦により金融市場に動揺が見られたものの
堅調な国内需要に支えられ緩やかに回復

金融資本市場は不安定な動きが継続

経営環境

年度前半

年度末にかけて

新型コロナウイルス感染症の影響により
世界の経済活動は急速に縮小



国内株式

国内長期金利

２８年ぶりの高値更新をうかがう局面があったものの
新型コロナウイルス感染症の影響により大きく下落

年度を通じて概ねマイナス圏で推移

経営環境

米国の利下げ等によりグローバルに金利が低下基調



重点
取組
事業

事業
基盤

スミセイライフデザイナー（営業職員）

４
つ
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分
野

金融機関等代理店・保険ショップ

資産運用

マ
ル
チ

チ
ャ
ネ
ル

海外事業

経営基盤サービス

３ヵ年計画 「スミセイ中期経営計画２０１９」

事業の経過及び成果

ブランド
戦略

お
客
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ま
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位
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業
務
運
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方
針

新しい共有価値を創造していく
「ＣＳＶプロジェクト」を推進

健康増進



ＣＳＶプロジェクト

※ Ｃｒｅａｔｉｎｇ Ｓｈａｒｅｄ Ｖａｌｕｅの略。企業の競争戦略論で知られるハーバード大学のマイケル・Ｅ・ポーター教授などにより提唱
された、企業による「社会的課題の解決」と「企業価値の向上（利益や競争力の向上）」を両立させる経営の概念です。

会社・職員

健康
経営

お客さま

Ｖｉｔａｌｉｔｙ

②世の中に健康増進の重要性・価値を啓発
⑤社会に役立ち、社会から必要とされ、誇り・やりがいが醸成

５２

⑥健康を応援する存在と
してのポジティブな評価

①Vitalityを通じて、
お客さまの健康増進に寄与

６

１

③お客さまの健康増進
を通じて「健康長寿
社会」に貢献

④健康増進の重要性・価値を
理解いただいた方が新たな
お客さまに

３

４

社会

健康
増進の
働きかけ

ＣＳＶ
プロジェクト

※



個人保険分野

変化する社会環境や多様化する
お客さまのニーズに対応すべく

営業職員、金融機関等代理店・
保険ショップによる
マルチチャネルでの
保険販売・サービスの提供



個人保険分野（営業職員チャネル）

ＣＳＶプロジェクトの中核となる健康増進型保険
“住友生命「Ｖｉｔａｌｉｔｙ」”の販売に注力

“住友生命「Ｖｉｔａｌｉｔｙ」”の全体像

生命保険

ケガや病気による入院・手術、働けなく
なった場合等の備えとして保障を提供

リスクに備える

Ｖｉｔａｌｉｔｙ健康プログラム

健康増進活動の評価、各種特典
（リワード）により健康増進をサポート

リスクを減らす



個人保険分野（営業職員チャネル）

Ｖｉｔａｌｉｔｙ健康プログラム契約を
付加できる保険種類を拡大

新たな業務提携など
特典（リワード）の提供を拡充

株式会社
ウェルネスフロンティア

株式会社
ティップネス



個人保険分野（営業職員チャネル）

総合的な保障とサービスを提供

認知症への対応は、健康長寿社会の実現に向けた
重要な社会的課題の一つ

「認知症ＰＬＵＳ（プラス）」を発売



個人保険分野（営業職員チャネル）

ＭＣＩ（軽度認知障害）から認知症までを幅広く
保障し、経済的なサポートを行うとともに
早期発見・予防につなげることを目的に開発

 対象商品に「認知症ＰＬＵＳ」を追加

 「歯科健診」 「ゴルフ」を新たに健康増進
メニューへ追加

より幅広い健康増進活動を促進するプログラムへと前進



個人保険分野（営業職員チャネル）

お客さまが認知症等になった場合、その後の契約管理や
お手続きについてのご家族のサポートが重要

あらかじめ登録されたご家族による
契約内容の確認や
お手続きを可能とする

「スミセイのご家族アシストプラス」
の提供を開始ご家族登録サービス

契約者
代理制度

被保険者
代理制度



個人保険分野（営業職員チャネル）

包括的な介護サービスを提供

 ２０１９年１０月に一部地域のお客さまを対象に
提供を開始

 ２０２１年４月からの全国展開を目指して、順次
ご案内の対象地域を拡大

アクサ生命保険株式会社と介護関連サービスを共同開発



個人保険分野（営業職員チャネル）

多様化するお客さまのニーズに一層お応えする
ことを目的に業務提携を通じて商品ラインアップを拡充

エヌエヌ生命保険株式会社の法人向け保険

生保・損保一体となった総合生活保障の提供

 ソニー生命保険株式会社の外貨建保険

三井住友海上火災保険株式会社の損害保険



個人保険分野（営業職員チャネル）

営業職員の採用・育成
初期教育を充実させた四半期ごとの採用・育成体制

「未来診断 」を活用した
コンサルティング力の向上

※

※ 社会保障制度やお客さまの家族構成等に応じた必要保障額のシミュレーションができる販売ツールです。

「スミセイ未来応援活動」を
通じたサービスの充実



個人保険分野（金融機関等代理店・保険ショップチャネル）

外貨建平準払個人年金保険

「たのしみ未来グローバル」
「たのしみ未来グローバル＜学資積立プラン＞」を発売

金融機関を通じた保険販売

外貨建一時払終身保険

「ふるはーとＪロードグローバルⅡ」を発売

貯蓄性商品を中心に販売を推進



個人保険分野（金融機関等代理店・保険ショップチャネル）

 積極的な販売を控え、お客さまへの丁寧な対応に注力

日本郵便株式会社を通じた販売

 同社とも協議のうえ再発防止に向けた取組みを推進

商品パンフレットの改訂・商品紹介動画の作成等
わかりやすい情報の提供に注力

外貨建商品の特性や留意事項等をご理解いただくことが重要

金融機関を通じた保険販売



個人保険分野（金融機関等代理店・保険ショップチャネル）

メディケア生命

 通院時の薬剤治療を保障する「メディフィットＥＸ」を発売

いずみライフデザイナーズ・保険デザイン（保険ショップ）

比較検討ニーズにお応えする的確なコンサルティングに注力

 医療保険を中心に販売を推進

アイアル少額短期保険

多様化・細分化するお客さまのニーズに対応するため子会社化



企業保険分野

総合的な企業福祉制度の実現をサポートするために
福利厚生制度の充実を図る商品・サービスを提供

団体年金保険「総合口Ｍ」を発売

インターネットを通じた加入申込サービスを開始

団体３大疾病保障保険

「ホスピタＡ」（全員加入型）の販売を推進

「ホスピタＶ」（任意加入型）を発売

福利厚生プランを支援するセミナーを継続的に実施



資産運用

※ ＡＬＭ（Ａｓｓｅｔ Ｌｉａｂｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）＝リスクを適切にコントロールしつつ収益向上を図る観点から資産と負債を
総合的に管理する手法です。

２つのポートフォリオ運営を推進

バランス運用ポートフォリオＡＬＭ 運用ポートフォリオ※

運用目的に応じた収益向上とリスクコントロールの強化



資産運用

バランス運用ポートフォリオＡＬＭ運用ポートフォリオ

保険契約の負債特性に
応じたＡＬＭを推進

為替リスクを抑制した外貨
建事業債や超長期の運用
を念頭に置いた資産等へ
の投資

中長期的な収益向上を
目指して国内外株式や
為替ヘッジをしないオー
プン外国債券への投資
を推進

保険金等の確実な支払い 企業価値の持続的向上



資産運用

持続可能な社会の実現および運用収益の向上に向け、
ＥＳＧ投融資を推進

投資先企業の中長期的な企業価値向上と持続的成長を
促すための対話を軸とするスチュワードシップ活動を推進

新型コロナウイルス感染拡大による経済への影響が深刻化

割安感が高まった外貨建事業債や国内外株式への投資

機関投資家の責務

モニタリング強化など適切なリスク管理を実施、影響は
限定的であることを確認



海外事業

海外事業基本方針

国内事業の収益補完、保険金等支払余力の向上、持続可能性の強化

長期的目標としてグループ基礎利益に対する貢献割合を２０％に設定

収益基盤の拡充

資産運用の高度化、商品開発の多様化、
ＩＴの活用による事業イノベーション等の付加価値の創出

情報連携やシナジーの発揮



海外事業

シメトラ（米国）

ＰＩＣＣ生命（中国）

バオベト・ホールディングス（ベトナム）

ＢＮＩライフ（インドネシア）シングライフ（シンガポール）

シメトラの持続的成長とアジア出資先の企業価値向上、
人材育成および新規Ｍ＆Ａの検討に注力

シングライフに出資し関連法人化

バオベト・ホールディングスへの追加出資



ＩＴの分野資産運用の分野

海外事業

シナジー発揮に向けた取組み

シメトラが新設した投資顧問
子会社に米国事業債での
資産運用の委託を開始

収益の向上 お客さまの利便性向上
および当社経営の効率化

シメトラ、シングライフとの
情報交換や共同での

インシュアテック技術の研究



経営基盤の強化

働き方変革

既存業務の削減や柔軟な働き方を通じて創出した
時間をお客さま本位の仕事に集中

長時間労働の抑制や休暇取得等を推進することで
「健康でいきいきと働く」職場を実現

「健康経営優良法人（ホワイト５００）」 に認定※

※ 経済産業省が優良な健康経営を実践している企業を上場企業に限らず認定する制度で、評価の上位５００社は
通称「ホワイト５００」として認定されております。



経営基盤の強化

働き方変革

各種訓練等を通じた継続的な危機管理態勢・業務継続体制の整備

２０１９年度に発生した自然災害に対しては、
保険金等請求手続きにおいて簡易で迅速なお取扱いなどを実施

「時間あたり生産性」を踏まえた人事評価の導入による職員
一人ひとりの意識改革

大規模災害への対応

ＲＰＡの試験導入、部門横断での業務見直しによる業務削減



社会貢献活動

「スミセイ・ヒューマニー活動」
◆国内外の各地で職員がボランティア活動に取り組み
職員の社会貢献意識を醸成

子育て支援

「未来を強くする
子育てﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
「ｽﾐｾｲｱﾌﾀｰｽｸｰﾙ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
◆社会全体での子育てを応援

健康増進

◆社会全体への健康増進の
働きかけ

「ｽﾐｾｲ“Vitality Action”」
「ｐａｒｋｒｕｎ」

地球環境の保護

「ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ活動」
「ｻﾝｺﾞ礁保全ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
環境省「ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｽﾏｰﾄ」
への賛同（紙ｽﾄﾛｰ使用等）

◆幅広い環境保護活動を展開



業績の概況

新契約年換算保険料（個人保険・個人年金保険）

３０００
（億円）

０

２０００

１０００

２０１８年度２０１７年度２０１６年度２０１５年度 ２０１９年度

外貨建一時払終身保険の販売減少等

▲１３.２％

住友生命・メディケア生命・シメトラの合算値

２０２７億円（▲３.４％）２０９９億円

２０１９年度２０１８年度

１０９７
億円

個人年金保険

死亡保障等

生前給付保障＋医療保障等

１３１３
億円

１２６５
億円

２５２９
億円

１６９２
億円



業績の概況

保有契約年換算保険料（個人保険・個人年金保険）

（兆円）

０

２

１

２０１９年度末２０１８年度末２０１７年度末２０１６年度末２０１５年度末

２兆
３０２５億円

住友生命・メディケア生命・シメトラの合算値

２兆７８２４億円

２０１９年度末２０１８年度末

２兆８０６５億円（＋０.９％）

▲１.０％
２兆

１９３４億円

２兆
３２５３億円

２兆
３２９９億円

２兆
３２４８億円

個人年金保険

死亡保障等

生前給付保障＋医療保障等

前年度末比０．６％増

５５６４
億円



団体保険・団体年金保険保有契約高（企業保険）

業績の概況

（兆円）

団体年金保険

２

０
２０１８年度末 ２０１９年度末

３

１

団体保険

（兆円）

２０

０
２０１８年度末 ２０１９年度末

３０

１０ ３２兆
２１６４
億円

２兆
５８９６
億円

３２兆
４４６６
億円 ２兆

５７３８
億円

＋０.７％
▲０.６％



保険金・年金・給付金のお支払実績

業績の概況

２０１９年度実績 ４８９万件 １兆４０３２億円

※グラフはお支払金額ベースの割合で表示しております。
※給付金には入院・手術給付金のほか生存給付金等が含まれております。

災害保険金、
高度障害保険金等

年金
満期
保険金

２６６万件

４８８０億円

５万件

２４０２億円

死亡保険金

１０万件

３４９８億円

給付金

２０５万件

３０６９億円

その他



収支の概況

基礎利益
（億円）

４０００

０
２０１９年度２０１８年度２０１７年度２０１６年度２０１５年度

２０００
３７１５
億円

▲５５億円

３７７０
億円

３０８２
億円

３３７６
億円

３５２５
億円



収支の概況

収支の項目
２０１８年度 ２０１９年度

前年度比
億円 億円 億円

基礎利益 ３７７０ ３７１５ ▲５５

キャピタル損益 ▲９８８ ▲１５６０ ▲５７１

臨時損益 ▲７７６ ▲１２０３ ▲４２７

経常利益 ２００５ ９５１ ▲１０５４

特別損益 ▲１２６２ ▲４６０ ８０１

法人税等合計 １３７ ▲２ ▲１４０

当期純剰余 ６０６ ４９３ ▲１１２

当期未処分剰余金 ５９１ ４８３ ▲１０７



収支の概況

内部留保
（兆円）

０

１.０

２０１９年度末２０１８年度末２０１７年度末２０１６年度末２０１５年度末

０.５

２.０

１.５

２兆
８６億円

＋９５９億円

１兆
４２８３
億円

１兆
６１７０
億円

１兆
８０２９
億円

１兆
９１２７
億円



資産の概況

２０１９年度末

金額 前年度末比 構成比

兆 億円 億円 ％

現金及び預貯金 １ ４６７８ ▲４２２ ４.５

コールローン ３５４４ １１５６ １.１

買入金銭債権 ３２６２ ８９ １.０

有価証券 ２７ ４２３８ ６５９２ ８３.２

貸付金 ２ ０９９５ ▲７７５３ ６.４

有形固定資産 ５６９１ ３２ １.７

資産の部 合計 ３２ ９５１１ ２２０６ １００.０
前年度末比
＋０.７％



負債および純資産の概況

２０１９年度末

金額 前年度末比 構成比

兆 億円 億円 ％

保険契約準備金 ２６ ９６５７ ３８５８ ８１.８

責任準備金 ２６ ６３６０ ３９７１ ８０.８

その他負債 ３ ０８５１ ▲６２ ９.４

負債の部 合計 ３１ ３１２２ ３６３９ ９５.０

基金償却積立金 ６３９０ ５００ １.９

その他有価証券評価差額金 ８４１２ ▲８９８ ２.６

純資産の部 合計 １ ６３８８ ▲１４３２ ５.０

負債及び純資産の部 合計 ３２ ９５１１ ２２０６ １００.０



ソルベンシー・マージン比率

行政監督上
の基準
２００％

◆大災害や株価の大暴落といった通常予測できる範囲を超える事態が発生した
場合に、保険金等をお支払いする余力がどの程度あるか（健全性）を示す指標

（％）

２０１９年度末２０１８年度末２０１７年度末２０１６年度末２０１５年度末

１０００

２００

０

５００

８７３.６
％

９３０．１
％

８３５．４
％

８２６．９
％

８７３．６
％

▲５６．５ポイント



エンベディッド・バリュー（ＥＶ）

◆内部留保や有価証券の含み損益等からなる修正純資産に、保有契約から
見込まれる将来の収益を現在価値に割り戻した保有契約価値を加えた、
生命保険会社の企業価値を総合的に表す指標の一つ

ＥＶ

保
有
契
約
価
値

修
正
純
資
産

収
益

収
益

収
益

将来生じる収益
（現在価値に換算）

翌年度 翌々年度 ・・・ 将来



エンベディッド・バリュー（ＥＶ）

国内超長期金利および株価低下の影響等

２０１６年度末

（兆円）

２０１９年度末２０１８年度末２０１７年度末２０１５年度末

（再評価後）

２

３

４

０

１

３兆
５８４１
億円

▲１１４８億円

３兆
６９９０
億円

２兆
９３６６
億円

３兆
５２３８
億円

３兆
７７８９
億円

※２０１６年度より超長期の年限の金利の設定について、終局金利を用いた方法へと見直しを行っており、
２０１５年度末についても同様の方法により再評価を行っております。

※住友生命グループ（住友生命・メディケア生命・シメトラ）のEVを記載しております。



連結決算の概況

２０１９年度

経常収益
兆 億円

３ ４８５９

経常利益 ３７５

親会社に帰属する当期純剰余 ５２

連結決算の主要項目

２０１９年度末

総資産
兆 億円

３８ ６４２０

ソルベンシー・マージン比率
％

８７０.０

グループ基礎利益 ３９２５

２０１９年度
（単体）

兆 億円

３ ０８５０

９５１

４９３

２０１９年度末
（単体）

兆 億円

３２ ９５１１

％

８７３.６

３７１５



「スミセイ中期経営計画２０１９」振返り

他方で、低金利環境の継続等、厳しい経営環境や、
“住友生命「Vitality」”という新しい商品への適応に

想定より時間を要した結果、計数目標については未達

当社ならではの健康増進型保険“住友生命「Ｖｉｔａｌｉｔｙ」”の発売、
提携商品の供給、グループ会社の拡大による総合力の向上

など、各種取組みを着実に前進

「スミセイ中期経営計画２０１９」



「スミセイ中期経営計画２０１９」振返り

次期への経営課題が明確化

“住友生命「Vitality」”活動を通じたＣＳＶの一層の推進

グループ会社の強みを活かした商品ラインアップの
充実によるお客さまの利便性の向上

デジタル化の推進、柔軟で多様な人材の育成 等



「スミセイ中期経営計画２０１９」振返り

スミセイ中期経営計画2019 遂行状況 次期への課題

ブランド戦略

重
点
取
組
事
業

ｽﾐｾｲﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾅｰ

事
業
基
盤

マ
ル
チ
チ
ャ
ネ
ル 金融機関等代理店・

保険ショップ

資産運用

海外事業

サービス

経営基盤

の発売

グループ会社の拡大

契約手続きの電子化

働き方変革

収益力向上、リスクコントロール強化

海外保険会社への出資

“住友生命「Vitality」”活動を
通じたCSVの一層の推進
「健康長寿社会」への貢献

出資先の収益力、企業価値の向上

デジタル化の推進

柔軟で多様な人材の育成

グループ会社の強みを活かして
商品ラインアップを充実させ
お客さまの利便性を向上

運用収益力の向上

品質価値向上に向けた取組み

CSVプロジェクトの推進

提携商品の供給



「スミセイ中期経営計画２０１９」振返り

中期経営計画目標
（２０１９年度末）

２０１９年度末
実績

ＥＶ ４兆４８１２億円 ３兆８０９０億円

保有契約年換算保険料 ２兆３７１０億円 ２兆３４４０億円

うち生前給付保障
＋医療保障等

５９６４億円 ５９００億円

「スミセイ中期経営計画２０１９」の計数目標
（住友生命・メディケア生命の合算値）



２０２０年度 取組方針

将来に亘って持続的にお客さまのお役に立つために、社会の変化を的確に捉え、
社会のニーズに応えていくことで、社会から必要とされ続けることが重要

Ａ
Ｂ Ｃ

社会全体に影響を及ぼす様々な変化が加速

５Ｇ

人口減少・
少子高齢化

医療サービスの
変化

パーソナルデータの
利活用

デジタライゼーション

消費者意識の
多様化

キャッシュレスの浸透
働き方の変化と
生産性ＵＰ

等

コミュニティの
オンライン化

異業種連携、
異業種の参入

職場や店舗の
位置づけの変化



２０２０年度 取組方針

ｽﾐｾｲﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾅｰ
金融機関等代理店
保険ショップ

資産運用 海外事業

商品・サービス 経営基盤

あらゆる事業をお客さまに寄り添って前進

SDGs達成への貢献

社会に貢献する

健康長寿社会に貢献

すべての主語は
「お客さま」

社会に信頼される

お客さまに寄り添った

行動と働き方の徹底

進化し続ける
企業へ変革

社会の変化に適応する

変わるための未来投資



２０２０年度 取組方針

スミセイライフデザイナー

金融機関等代理店・保険ショップ

商品提供ラインを拡大し、お客さまのニーズにお応えする
商品のフルラインアップを実現

“住友生命「Ｖｉｔａｌｉｔｙ」”を軸として「人生１００年時代」に
対応したコンサルティングとお客さまに寄り添い続ける
サービスを推進



２０２０年度 取組方針

資産運用

海外事業

収益力向上とリスクコントロールの強化

 シメトラやアジア出資先の収益力向上

 ＥＳＧ投融資の推進、人材育成、運用体制の強化

海外出資先とのシナジー発揮、人材育成、グループ
ガバナンスの高度化



２０２０年度 取組方針

商品・サービス

デジタルトランスフォーメーション を推進し、お客さまの
体験価値を向上させる改革を実施

お客さまのご意向や状況を収集・理解し、「人」と
「デジタル」によるお客さまに寄り添ったサービスを提供

多様化するお客さまのニーズにお応えする商品・
サービスを展開

※ データとデジタル技術を活用して、お客さまや社会のニーズをもとに、組織、企業文化・風土などを変革し、ビジネス
環境において競争上の優位性を確立することです。

※



２０２０年度 取組方針

経営基盤

「住友生命グループ行動規範」の周知・浸透・実践等による
「お客さま本位の業務運営」の更なる推進

働き方変革の取組みを一層推進

長期的な目線に立った
企業体質の変革に向けた投資（未来投資）を実行



２０２０年度 取組方針

２０１９年度末実績
新中期経営計画目標
（２０２２年度末）

お客さま数（保有契約件数）
（住友生命＋メディケア生命＋業務提携先）

１３８６万件 １４２２万件

保有契約年換算保険料
（住友生命＋メディケア生命）

２兆３４４０億円 ２兆３６００億円

うち生前給付保障＋医療保障等 ５９００億円 ６２００億円

基礎
利益

国内事業
（住友生命＋メディケア生命）

３６４０億円 ３か年累計 ９２２０億円

海外事業（シメトラ他） ３３９億円 ３か年累計 １４１０億円

計数目標
※２

※１ 記載している目標値は２０２０年３月３１日時点のものです。

※２ 個人保険・個人年金保険の件数で、業務提携先（三井住友海上・エヌエヌ生命・ソニー生命）から提供を受ける商品を含みます。

※１



２０２０年度 取組方針

「スミセイ中期経営計画２０２２」見直しの方向性

【計数目標】 コロナ禍の影響を踏まえて見通しを変更し、見直しを検討

【取組事項】 「ポストコロナを見据えた対応」を踏まえ、関連する各種取組みを加速

ポストコロナの社会環境を見据え、
ビジネスモデルの変革に向けた抜本的な業務の見直し

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
対
応

顕在化した
課題への
対応

将来に向け
更なる改革

働く場所に関する考え方の革新

お客さまとの接点の革新

お客さまのご希望で非対面での対応をおこなう場合でも、現在のコンサル
ティング水準を維持できる体制構築と各種お手続きスキームの導入

生産性を高めた在宅ワークの推進と保険契約管理事務の業務フロー
見直し、処理体制の機能分散によるリスク抑制



審議員会審議事項報告

２０２０年５月に開催を予定していた審議員会は、

新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から中止といたしました。

審議事項

２０１９年１１月 ◆２０１９年度上半期事業概況等



ご契約者懇談会の開催状況

ご契約者の皆さまに当社の経営状況をご説明するとともに、幅広くご意見を
頂戴することを目的に毎年全国で開催

２０１９年 ２０２０年 書面開催

開催回数 ８９回 ８９回 ５１回

出席者数 １８１１名 １８０９名 １０２０名

ご意見・ご要望等の数 ２７６７件 １５８７件 ４５７件

開催状況

営業活動
事務・
手続き

１８％ ６％

その他

４％

ご意見・ご要望等の内訳

商品内容

５５％

経営全般

１７％



ご契約者懇談会の開催状況

代表的なご意見・ご要望等

 “住友生命「Vitality」”のアプリの機能向上、
特典（リワード）の内容の拡充

 介護や認知症に備える保険商品の開発
商品内容

 ＳＤＧｓに対する取組みやＡＩを活用したサービスの提供

 クレジットカードによる保険料の支払い事務・手続き

 担当者制度とアフターフォロー営業活動

経営全般


